
「
伊
勢
物
語
調
連
歌
」

翻
刻
と
紹
介

特
定
の
古
典
文
学
の
調
章
を
各
句
毎
に
摂
取
す
る
「
詞
連
歌
」
は
、

室
町
時
代
後
期
の
あ
る
一
時
期
に
伝
存
作
品
が
集
中
す
る
。
稿
者
は

前
稿
に
お
い
て
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
を

取
り
上
げ
、
調
達
歌
に
繋
が
る
古
典
摂
取
の
史
的
概
括
と
、
そ
の
詞

章
摂
取
の
特
徴
と
を
論
じ
た
章
。

今
回
は
、
大
永
元
{
一
五
二
一
)
年
十
月
六
日
に
詠
ま
れ
た
「
伊

勢
物
語
調
達
歌
」
を
対
象
と
し
て
、
『
伊
勢
物
語
』
受
容
の
一
斑
を

考
察
す
る
。
今
号
は
、
本
文
の
翻
刻
と
、
盲
韻
に
賦
物
と
し
て
用
い

ら
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
該
当
箇
所
の
指
摘
に
と
ど
め
、
具
体
的
な

検
討
と
考
察
は
稿
を
改
め
る
。

(
注
)
小
山
順
子
・
竹
島
一
希
「
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
翻
刻
と
紹
介
」
(
「
京

都
大
学
園
文
学
論
叢
」
第
四
号
・
平
成
四
年
9
月
て
小
山
順
子
「
「
新

古
今
集
調
連
歌
」
考
察
|
|
和
歌
句
題
、
続
歌
と
調
連
歌
|
|
」
・
竹

小

山

順

子

竹

島

一

希

島
一
帯
コ
新
古
今
集
詞
連
歌
」
の
本
歌
と
付
合
」
〔
問
詰
第
四
号
・

平
成
却
年
3
月
)

〈
書
誌
〉

【
底
本
】

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
賦
物
連
歌

収
本
。
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四
』
(
桂
宮
口
|
樹

llg
所

〈
翻
刻
〉

【
凡
例
】

・
漢
字
は
通
行
の
字
体
で
統
一
す
る
。

・
本
文
に
見
ら
れ
る
傍
線
は
、
伊
勢
物
語
調
に
該
当
す
る
詞
を
明
示



す
る
も
の
で
あ
る
。
初
め
と
終
わ
り
を
正
確
に
示
す
も
の
で
は
必
ず

し
も
な
い
が
、
翻
刻
で
は
原
本
に
忠
実
に
付
す
こ
と
と
す
る
。

・
丁
移
り
は
」
で
一
軍
し
た
。

【
本
文
】

(
初
オ
)

大
永
元
年
十
月
六
日

賦
帥
軍
歌

4
の
日
の
タ
か
げ
ま
た
ぬ
時
雨
か
な

さ
む
さ
を
を
く
る
刷
削
射
訓
刻
引

薄
ご
ほ
り
水
ゆ
く
川
の
音
た
え
て

州
司
矧
引
引
も
よ
ぶ
わ
た
し
も
り

剖
剖
引
制
刈
は
ま
れ
な
る
道
の
末

劃
刻
州
d
u
u司
月
い
づ
る
山

色
/
¥
の
叫
刈
引
叫
寸
劇
幽
よ
る
も
み
ん

B

叫
叶
司
引
制
叫
露
は
は
ら
は
め

(
初
ウ
)

9

い
く
た
び
か
伺
叶
叫
剖
削
剖
鹿
の
声

2 3 4 5 6 7 

民
部
卿

親
王
御
方

中
御
門
大
納
言

中
務
卿
宮

帥
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

秀
房
朝
臣
」

四
条
中
納
言

m
謝
も
回
d
ら
に
か
よ
ふ
暮
が
た

日
旅
の
宿
削
剥
州
刈
謝
き
与
わ
び
て

ロ
雲
の
た
ち
ま
ひ
嵐
ふ
く
や
ま

四
ま
が
ひ
っ
与
刻
叫
司
制
引
判
花
の
雪

M

別

お

し

み

て

春

し

た

ふ

比

親

主

御

方

日
日
の
な
が
き
剛
削
相
判
例
の
つ
れ
ハ
¥
に
冷
泉
前
中
納
言

M

刻
矧
利
引
制
同
叫
い
と
ゆ
ふ
の
か
げ
帥
大
納
言

ロ
我
こ
〉
ろ
川
矧
削
州
制
同
川
町
あ
こ
が
れ
て
中
御
門
大
納
言

問
身
も
い
た
づ
ら
に
な
ら
む
恋
路
か
甘
露
寺
中
納
言

問
い
と
へ
ど
も
さ
り
と
て
引
剖
刻
刻
州
引
か
は
民
部
卿

却
は
ら
は
ぬ
庭
は
い
と
y
ふ

か

草

中

務

卿

宮

幻
引
制
剖
U
引
制
剖
剃
る
月
や
震
の
上

n
か
ず
/
¥
虫
の
な
く
声
を
き
け

(
二
オ
)

n

N
同
制
引
利
引
引
に
み
ゆ
る
秋
の
暮

M

刻
矧
U
U剖
ペ
叫
旅
の
や
す
ら
ひ

お
う
ら
波
は

U
同
制

U
岡
刑
制
ょ
せ
か
へ
り

お
松
か
げ
ゆ
け
ば
剖
寸
引
制
刻
刻

幻
恋
す
と
も
刈
剖
計
州
制
引
翁
さ
び

沼

判

制

M
H川
叫
剖
中
は
か
は
ら
じ

mu

年
だ
に
も
十
と
い
ひ
し
は
昔
に
て

初
制
州
制
剖
リ
刻
叫
う
つ
る
春
秋

甘
露
寺
中
納
言

鷲
尾
中
納
言

重
親
朝
臣
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長
津
」

四
条
中
納
言

冷
泉
前
中
納
言

中
御
門
大
納
言

帥
大
納
言

民
部
卿

秀
房
朝
臣

中
務
卿
宮

甘
露
寺
中
納
言



引
か
く
て
身
の
ゐ
中
わ
た
ら
叫
い
か
f
せ
ん

匁
剖
削
叫
制
口
利
川
づ
ら
の
さ
と

お
草
の
戸
に
ほ
た
る
の
と
も
す
火
は
み
え
て

M

州
u
d制
引
制
さ
み
だ
れ
の
空

H
N

削
判
寸
叫
削
U
創
刊
川
わ
け
ゆ
く
露
の
暮

%
州
側
剖
刷
剖
叫
あ
き
風
も
う
し
」

(
ニ
ウ
)

幻

刈

U
判
明
制
削
剥
恨
の
身
に
し
み
て

諸
こ
〉
ち
し
ぬ
べ
く
し
た
ふ
か
へ
る
さ

"
な
け
ば
猶
副
州
嗣
さ
へ
落
つ
ベ
し

判
玉
か
な
に
ぞ
と
と
へ
ば
石
な
り

制
瀧
し
ろ
く
剥
削
U
引
剖
叫
す
む
宿
に

位
春
の
も
の
と
て
月
な
か
す
み
そ

拍
梅
ゃ
な
ぎ
U
剖
叫
州
引
引
け
円
ま
ど
ゐ
し
て

判

た

f
例
制
削
判
叫
花
は
猶
見
ん

H
N

刻
U
剖
判
別
引
制
引
叫
雨
に
成
に
け
り

拓
笠
も
と
り
あ
へ
で
い
そ
ぐ
旅
人

円
引
橋
の
う
へ
叫
H
引
羽
剖
川
町
も
あ
や
う
き
に

崎
淵
例
刻
は
ふ
ね
ょ
す
る
な
り

唱
を
の
づ
か
ら
湖
叫
引
剖
刈
引
ひ
ろ
は
な
ん

白
川
タ
す
f
み
す
る
叫
寸
剖
財
団
叫

(
二
一
オ
)

冷
泉
前
中
納
言

重
親

親
王
御
方

中
御
門
大
納
言

甘
露
寺
中
納
言

帥
大
納
言

民
部
卿

冷
泉
前
中
納
言

秀
房
朝
臣

親
王
御
方

民
部
卿

中
務
卿
宮

帥
大
納
言

中
御
門
大
納
言

四
条
中
納
言
」

日
郭
公
な
が
な
く
声
も
猶
あ
か
で

匁
山
の
は
な
く
は
月
も
ま
た
れ
じ

目

n

秋
の
う
さ
制
州
問
料
剖

U
叫
打
わ
び
ぬ

日
朝
州
引
4
U引
か
露
の
別
路

Hn

又
こ
ん
は
し
る
よ
し
し
て
も
し
た
は
れ
て

%
は
か
な
や
何
を
刻
引
制
倒
州
司
副

nu

さ
け
を
の
み
の
み
つ
〉
日
を
ぱ
を
く
ら
な
ん

先
制
剖
剖
剖
U
剖
刈
ぞ
友
な
る

四
山
か
げ
も
い
ほ
り
あ
ま
た
の
す
ま
ひ
に
て

曲
樹
刻
刻
例
制
同
道
ぞ
っ
Z
け
る

日
雪
き
え
て
創
刊
叶
剖
剖
剖
判
瀧
つ
川

白
川
副
料
削
U
刻
引
か
す
む
を
ち
こ
ち

臼
暮
ぬ
と
て
花
を
み
さ
し
て
か
へ
ら
め
や

臼
月
に
は
雁
の
剖
到
剖
制
引
制
刻
」

(
三
ウ
)

白
う
か
れ
つ
〉
剖
洲
刻
刻
引
の
露
に
ね
て
重
親
朝
臣

面

倒

刻

刻

刻

刈

凶

秋

や

か

な

し

き

帥

大

納

言

臼
と
ふ
こ
と
も
引
引
制
刈
削
叫
崎
た
の
ま
れ
ず
親
主
御
方

曲
あ
だ
に
ち
ぎ
り
て
い
ま
の
く
や
し
さ
冷
泉
前
中
納
言

回
あ
ら
ま
し
ゃ
利
引
材
リ
ゴ
叫
吋
か
は
る
ら
ん
中
御
門
大
納
言

拘
剖
州
剖
川
引
リ
剖
ね
が
ひ
こ
そ
あ
れ

れ
よ
は
ひ
を
ぽ
制
州
吋
も
い
の
り
き
て

冷
泉
前
中
納
言

秀
房
朝
臣

帥
大
納
言

甘
露
寺
中
納
言

民
部
卿

帥
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

中
御
門
大
納
言

四
条
中
納
言

秀
房
朝
臣

甘
露
寺
中
納
言

中
務
卿
宮
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四
条
中
納
言



η
劃
も
こ
も
判
別
む
ろ
の
戸
の
中

η

し
づ
け
さ
は
淵
制
刷
剖
叫
山
の
お
く

別
刷
引
判
叫
制
引
制
鳥
か
へ
る
空

万
人
に
こ
そ
の
こ
ら
め
割
削
斗
叶
引
副
え

%
花
の
し
な
ひ
の
あ
か
ぬ
藤
浪

明H

刺
桐
削
U
明
る
色
な
き
中
が
き
に

祐
樹
射
訓
剖
寸
削
削
剖
叫
ふ
る
さ
と

(
名
オ
)

明
日
わ
づ
か
な
る
た
ら
ひ
の
か
げ
に
星
を
み
て

的
剖
剖
剖
訓
州
剖
叫
い
で
ぞ
っ
か
ふ
る

剖
み
つ
ぎ
物
干
さ
〉
げ
ば
か
り
は
こ
ぶ
ら
し

回
世
に
遡
U
利
引
刈
の
か
し
こ
さ

的
夏
冬
を
竹
の
は
や
し
に
送
り
き
て

制
刻
刻
割
削
削
剥
川
町
夢
に
み
な
し
つ

M
U

命
た
f
剖
州
剖
州
制
叫
け
引
な
が
ら
へ
ぬ

M

凹
引
引
剖
寸
刻
刻
川
川
身
こ
そ
ふ
り
ぬ
れ

幻
剖
料
引
引
制
剖
剖
の
か
よ
ひ
ぢ
絶
六
¥
に

帥
回
笥
例
寸
叫
引
制
タ
さ
び
し
き

帥
昨
日
け
ふ
あ
り
し
よ
り
け
に
さ
え
/
¥
て

同
友
な
し
千
ど
り
制
剖
吋
噺
け
り

引
釣
舟
は
湖
川

H
剖
村
叫
帰
る
ら
ん

m
H

文
創
剖
材
剖
歌
う
た
ふ
声
」

民
部
卿

親
王
御
方

中
務
卿
宮

親
王
御
方

民
部
卿

冷
泉
前
中
納
言
」

民
部
卿

中
御
門
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

鷲
尾
中
納
言

中
務
卿
宮

秀
房
朝
臣

四
条
中
納
言

親
王
御
方

甘
露
寺
中
納
言

鷲
尾
中
納
言

親
王
御
方

(
名
ウ
)

回
物
ご
と
に
こ
‘
ふ
ろ
凶
と
つ
を
う
っ
し
き
て

闘
い
ざ
こ
の
山
に
は
る
を
く
ら
さ
む

回
ぬ
れ
て
行
副
削
刻
刻
剖
川
町
桜
が
り

拓
野
辺
は
霞
に
州
割
引
U
引
判
ず

明
い
で
ぬ
や
と
剖
刻
刻
岡
引
制
空
の
月

蝿
よ
る
の
お
ま
し
も
秋
さ
む
き
比

聞
を
く
霜
は
剰
釧
刻
剖
川
川
垣
ね
に
て

m
玉
に
ぬ
く
べ
き
露
の
か
ず
/
¥

御
製親

主
御
方

中
務
卿
宮

民
部
卿

中
御
門
大
納
言

帥
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

四
条
中
納
言

十
六
句十L

 
十L

 
九十六

〈
校
異
V

【
凡
例
】

鷲
尾
中
納
言

甘
露
寺
中
納
言

秀
房
朝
臣

長
淳

重
親

中
務
卿
宮

帥
大
納
言

冷
泉
前
中
納
言

重
親

民
部
卿

親
主
御
方

鷲
尾
中
納
言

四一 六七四
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-
以
下
に
掲
げ
る
諸
本
と
の
校
異
を
示
す
。

・
ミ
セ
ケ
チ
は
〈
〉
で
示
し
た
。

・
仮
名
遣
い
の
違
い
を
修
正
す
る
ミ
セ
ケ
チ
、
及
び
本
文
の
仮
名
に

漢
字
を
宛
て
た
傍
記
は
、
校
異
と
し
て
取
ら
な
か
っ
た
。

【
対
校
本
】

・
唖
・
・
陽
明
文
庫
蔵
『
古
連
歌
異
鉢
』
(
近
/
加
/
開
)
所
収
本
。

・
続
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
続
群
書
類
従
四
七
七
』
(
相
1
1
2
)

所

収
本
。

・
山
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
本
。
国
文
学
研
究

資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
(
ヤ
3

%

ー
ー
ー
、
巴
巴
O
)

に
拠
る
。
本
奥
書
に
「
此
連
署
筆
者
/
西
洞
院
前
大
納
言
殿
舎
弟
/

采
女
正
殿
筆
也
/
右
壱
冊
山
本
氏
被
恵
賜
也
/
能
泰
岡
哩
と
あ
る
。

も
と
は
葛
野
勝
成
〈
西
洞
院
時
成
(
一
六
四
五
年
I
一
七
二
四
年
)

の
弟
〉
筆
の
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
昭
和
三
年
七
月
二
三
日

に
、
山
岸
徳
平
氏
が
能
勢
氏
(
朝
次
氏
カ
)
蔵
本
を
書
写
し
、
翌
日

校
合
を
加
え
た
旨
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

・
太
甲
・
大
阪
天
満
宮
蔵
『
古
代
連
歌
』
(
れ
5
の
却
)
所
収
本
。

な
お
、
こ
の
本
の
傍
記
は
全
て
朱
筆
で
あ
る
。

・
太
平
・
大
阪
天
満
宮
蔵
『
古
連
歌
二
千
』
(
れ
甲
の

1
)
所
収
本
。

.
異
・
・
・
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
異
例
連
帯
』

(
国
文
/
臼
/
4
)
所
収
本
。
初
折
の
み
。

[
端
作
]
大
永
元
年
十
月
六
日
大
永
元
年
十
月
六
日
伊
勢
物
調

百
韻
(
観
)
賦
協
連
歌
|
賦
線
連
歌
(
太
甲
・
大
乙
)

書

E

[
本
文
]

1
作
者
名
無
記
御
製
(
太
甲
)
・
御
製
(
太
乙
)

2
さ
む
さ
|
寒
る
(
観
)
・
冴
る
(
太
甲
・
太
乙
)

4

こ
そ
り
て

も
ー
こ
そ
り
て
そ
(
太
甲
・
太
乙
)
わ
た
し
も
り
渡
船
(
太
甲
)

・
渡
ふ
ね
(
太
乙
)

7

み
ん
|
見
て
(
太
乙
)

9

四
条
中
納
言

四
条
大
納
言
(
観
)
刊
暮
か
た
タ
く
れ
(
鏡
)
・
夕
暮
(
太

甲
・
太
乙
)
凶
い
と
ゆ
ふ
|
い
と
い
ふ
(
山
)
げ
あ
こ
か
れ
て

あ
く
か
れ
て
(
晴
・
異
)
印
す
ま
ふ
|
十
ま
ぬ
(
鏡
)
ち
か

ら
か
は
|
契
り
か
も
(
鏡
)
・
契
か
は
(
太
甲
・
太
乙
)
却
庭
は

|
庭
の
(
鏡
・
太
甲
・
太
乙

)

n
き
け
き
く
(
鏡
・
太
甲
・
大

Z
)

お
み
ゆ
る
|
み
つ
る
(
太
甲
・
太
乙
)

M

み
や
こ
し
ま
へ

の
都
し
ら
し
の
(
太
乙
)
や
す
ら
ひ
|
休
ら
へ
(
太
甲
・
太
乙
)

お
よ
せ
か
へ
り
ー
か
せ
か
へ
り
(
太
乙
)
お
ゆ
け
は
|
行
は
(
太

甲
・
太
乙
)
却
な
け
は
泣
は
(
太
甲
・
太
乙
)
剖
水
割
(
太

甲
)
・
石
(
太
乙
)
判
ひ
め
も
す
に
|
終
日
に
(
太
甲
・
太
乙
)

相
成
に
け
り
成
に
て
ん
(
太
甲
)
・
成
に
け
る
(
太
乙
)
括

糟
賓

と
り
あ
へ
て
ー
と
り
あ
へ
す
(
太
乙
)
崎
渚
|
儲
(
太
乙
)
ょ

す
る
な
り
ょ
す
る
ら
し
(
太
甲
)
知
タ
す
与
み
す
る
ー
タ
す
〉
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み
と
る
(
太
甲
・
太
乙
)
比
ほ
ひ
|
此
こ
ろ
(
太
甲
・
太
乙
)本

ノ
マ
、

引
あ
か
で
|
飽
て
(
太
甲
)
目
白
秋
の
う
さ
|
秋
う
さ
(
太
甲
)
・
秋

う
き
(
太
乙
)
打
わ
ひ
ぬ
|
う
き
佑
ぬ
(
太
甲
・
太
乙
)
箔
し

橿
指

た
は
れ
で
し
た
は
れ
ぬ
{
鏡
)
幻
酒
|
海
(
太
甲
)
の
み
つ

〉
|
事
っ
ご
太
甲
)
・

4
、
て
(
大
乙
)
を
く
ら
な
ん
|
送
り

る

な
ん
(
鏡
)
錯
我
と
我
に
{
大
甲
・
太
乙
)
な
る
な
き
(
鏡
)

し
ろ
指

臼
お
も
し
ろ
く
|
お
も
ろ
し
く
(
大
甲
}
・
お
も
ろ
し
く
(
太
乙
)

臼
み
さ
し
て
み
た
し
て
(
山
)
臼
よ
る
と
|
よ
る
も
(
太
乙
)

引
よ
は
ひ
を
は
|
齢
を
も
(
続
)
仏
神
|
神
仏
(
観
・
太
甲
・

大
乙
)

η
こ
も
れ
り
こ
も
れ
る
(
山
)
向
日
く
れ
に
日
〈

E
 

れ
〈
ぬ
〉
(
山
)
%
し
な
ひ
ー
し
な
え
(
大
甲
・
太
乙
)
行
蔦る

楓
は
蔦
楓
{
観
)
・
蔦
植
{
大
甲
・
大
乙
)
し
け
る
し
け
ほ

る
(
観
)
符
わ
っ
か
な
る
ー
は
つ
か
成
(
太
甲
・
太
乙
)
聞
い

て
そ
い
で
〉
{
観
)
・
出
て
(
大
甲
・
大
乙
)
剖
み
つ
き
物
千

本

ノ

マ

、

本

ノ

マ

、

さ
〉
け
は
か
り
|
御
調
物
千
棟
さ
〉
け
斗
(
続
)
・
御
調
物
千
棟
さ

〉
け
斗
は
(
太
甲
・
太
乙
)
制
み
な
し
つ
み
な
し
〈
て
〉
(
山
)

ao
取

M
U

た
の
ま
ぬ
も
の
〉
の
|
た
の
ま
ぬ
そ
の
与
(
山
)
・
た
の
ま
ぬ

か

ら

物
は
(
太
甲
・
太
乙
)
な
か
ら
へ
ぬ

l
な
〈
ら
か
〉
へ
ぬ
(
太
甲
)

四
回
つ
も
る
そ
|
つ
も
り
で
(
傭
)
・
つ
も
り
そ
(
山
・
太
甲
・
太

よ

P

乙
)
蹄
あ
り
し
よ
り
け
に
ー
有
し
よ
り
け
に
(
太
甲
)
切
な
き

き

に
鳴
け
り
ー
な
〈
く
〉
に
鴫
な
り
(
太
甲
)

M

H

う
た
ふ
ー
っ
と
ふ

(
太
乙
)
蝿
よ
る
の
|
夜
半
の
(
太
甲
・
太
乙
)
卯
霜

1
露
(
太

甲
・
太
乙
)

[
句
上
]
鏡
で
は
、
句
上
の
順
序
が
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
御
製

鋼

・
親
主
御
方
・
中
務
卿
宮
・
民
部
〈
宮
〉
・
甘
露
寺
中
納
言
・
帥
大

納
言
・
冷
泉
前
中
納
言
・
四
条
中
納
言
・
鷲
尾
中
納
言
・
長
淳
・
重

親
・
秀
房
朝
臣
・
中
御
門
大
納
言
」
合
泉
前
中
納
言
ー
金
泉
大
納

言
(
太
甲
・
太
Z
)

太
甲
・
太
乙
で
は
、
長
淳
・
重
親
の
順
が
逆

に
な
っ
て
い
る
。

[
傍
線
]
ナ
シ
(
鏡
・
太
甲
・
太
乙
)

〈
連
衆
V

御
製
|
後
柏
原
天
皇
。
当
時
、
五
八
歳
。

親
王
御
方
|
知
仁
親
王
(
後
の
後
奈
良
天
皇
)
。
当
時
二
六
歳
。

中
務
卿
宮

I
伏
見
宮
貞
敦
親
主
。
後
柏
原
天
皇
の
猶
子
。
一
字
名
は

松
。
当
時
、
三
四
歳
。

民
部
卿
甘
露
寺
元
長
。
当
時
、
民
部
卿
、
賀
茂
伝
奏
、

E
二
位
前

権
大
納
言
、
六
六
歳
。

中
御
門
大
納
言
中
御
門
宣
秀
。
当
時
、
正
二
位
権
大
納
言
、
五
三

歳。

帥
大
納
言
l
l
二
一
条
西
公
条
。
一
字
名
は
蒼
。
当
時
、
太
宰
権
帥
、
従

二
位
権
大
納
言
、
三
五
歳
。

冷
泉
前
中
納
言
|
冷
泉
永
宣
。
当
時
、
従
二
位
前
権
中
納
言
、
五
人

-52 -



歳。

四
条
中
納
言
四
条
隆
永
。
当
時
、
従
二
位
権
中
納
言
、
四
四
歳
。

鷲
尾
中
納
言
|
鷲
尾
隆
康
。
当
時
、

E
三
位
権
中
納
言
、
三
七
歳
。

甘
露
寺
中
納
言

l
甘
露
寺
伊
長
。
当
時
、
参
議
、
左
大
弁
、
従
三
位

権
中
納
言
、
二
一
八
歳
。

秀
房
朝
臣
万
里
小
路
秀
一
一
房
。
当
時
、
参
議
、
右
大
弁
、
正
四
位
上
、

三
O
歳。

長
津
東
坊
城
長
淳
。
当
時
、
侍
従
、
従
王
位
下
、
十
六
歳
。

重
親
|
庭
回
重
親
。
当
時
、
蔵
人
頭
、
正
四
位
上
、
三
七
歳
。

〈
伊
勢
物
語
聞
の
出
典
〉

【
凡
例
】

・
掲
出
し
た
本
文
は
、
陽
明
文
庫
本
・
続
群
書
類
従
本
・
山
岸
本
・

大
阪
天
満
宮
甲
本
・
大
阪
天
満
宮
乙
本
・
異
例
連
調
本
を
参
照
し
て

校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
底
本
の
本
文
に
は
、
他
本
に
よ
っ

て
校
訂
さ
れ
る
べ
き
箇
所
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
典
拠
と
し
て
掲
出
し
た
『
伊
勢
物
語
』
本
文
は
、
三
条
西
実
隆
筆

天
福
本
『
伊
勢
物
語
』
{
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
1
・
昭
和
布
年
)
に

よ
る
。
章
段
番
号
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
ロ
『
竹
取
物
語
伊

勢
物
語
大
和
物
語
平
中
物
語
』
(
小
学
館
・
平
成
6
年
)
、
歌

番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
(
角
川
書
庖
)
を
参
照
し
た
。
(
章
段

番
号
・
歌
番
号
)
の
順
で
示
し
た
。
ま
た
、
物
語
本
文
に
は
、
読
み

や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。

・
句
と
そ
の
典
拠
と
を
比
較
し
て
、
底
本
で
引
か
れ
て
い
る
傍
線
が
、

典
拠
か
ら
摂
取
さ
れ
た
部
分
の
指
摘
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
傍
線
の
長
さ
を
調
節
し
た
。
句
と
そ
の
典
拠
が
完
全

に
は
合
致
し
な
い
と
き
は
、
波
線
で
そ
れ
を
示
し
た
。
ま
た
、
傍
線

部
以
外
の
筒
所
で
典
拠
と
重
な
る
素
材
(
語
句
)
を
破
線
で
示
し
た
。

・
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
句
は
、
全
て
御
製
と
判
断
し
、
改
め

て
明
示
し
た
。

1

4
の
日
の
タ
州
閉
ま
た
刷
時
雨
か
な
御
製

我
な
ら
で
し
た
ひ
も
と
く
な
あ
さ
が
ほ
の
ゆ
刻
州
削
ま
た
刷
花
に

は

あ

り

と

も

(

三

七

段

・

七

一

番

歌

)
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2

さ
む
さ
を
を
く
る
風
岡
矧
判
明
な
り
民
部
卿

あ
ま
ぐ
も
の
よ
そ
に
の
み
し
て
ふ
る
こ
と
は
わ
が
ゐ
る
山
の
刷
叫

例

制

叫

(

一

九

段

・

二

一

三

番

歌

)

3 

薄
ご
ほ
り
剃
馴
く
川
の
音
た
え
て
親
王
御
方

そ
こ
を
や
つ
は
し
と
い
ひ
け
る
は
、
利
引
り
湖
叫
く
も
で
な
れ
ば
、

は
し
を
や
っ
わ
た
せ
る
に
よ
り
で
な
む
、
や
つ
は
し
と
い
ひ
け
る
。



(
九
段
)

舟
こ
ぞ
り
て
も
よ
ぷ
わ
た
し
も
り
中
御
門
大
納
言

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
州
U
矧
引
叫
な
き
に
け
り
。
(
九
段
)

4 5

劃
剖
引
E
U刈
は
ま
れ
な
る
道
の
末
中
務
卿
宮

京
や
す
み
う
か
り
け
ん
、
あ
づ
ま
の
方
に
ゆ
き
て
、
す
み
所
も
と

む
と
て
、
剖
削
剖
利
引
刈
、
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
ゆ
き
け
り
。(

八
段
)

6

雲
な
か
く
し
そ
月
い
づ
る
山
帥
大
納
言

君
が
あ
た
り
見
つ
〉
を
、
お
ら
ん
い
こ
ま
山
d
刻
刻
、
刃
く
し
そ
雨
は

ふ

る

と

も

(

二

三

段

・

玉

O
番
歌
)

色
ノ
¥
の
も
制
ぢ
の
引
創
よ
る
も
山
町
何
冷
泉
前
中
納
言

き
く
の
花
う
つ
ろ
ひ
さ
か
り
な
る
に
、
制
刷
引
制
割
引
剖
に
鳥
山
V.

h
同

お

り

、

(

八

一

段

)

7 B

叫
叶
叶
叶
引
制
叫
露
は
は
ら
は
め
秀
房
朝
臣

君
が
た
め
た
お
れ
る
枝
は
春
な
が
ら
料
引
司
引
制
叫
も
み
ぢ
し
に

け

れ

(

二

O
段
・
二
一
四
番
歌
)

9

い
く
た
び
か
行
て
は
き
ぬ
る
鹿
の
声
四
条
中
納
言

い
た
づ
ら
に
利
引
削
剖
削
引
物
ゆ
へ
に
見
ま
く
ほ
し
さ
に
い
ざ
な

は

れ

つ

〉

(

六

五

段

・

二

一

二

番

歌

)

m
謝
も
回
d
ら
に
か
よ
ふ
暮
が
た
甘
露
寺
中
納
言

う
ち
わ
び
て
お
ち
ぽ
ひ
ろ
ふ
と
き
か
ま
せ
ば
割
削
刷
寸
ら
に
ゆ
か

ま

し

も

の

を

(

五

八

段

・

一

O
六
番
歌
)

H

旅
の
宿
け
ふ
の
入
逢
き
〉
わ
び
て
鷲
尾
中
納
言

削
剥
叫
川
引
制
剖
許
に
た
え
い
り
て
、
又
の
日
の
い
ぬ
の
時
ば
か

り
に
な
ん
、
か
ら
う
じ
て
い
き
い
で
た
り
け
る
。
(
四
O
段
)
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ロ
劃
の
た
ち
ま
叫
嵐
ふ
く
や
ま
重
親
朝
臣

き
の
ふ
け
ふ
引
制
釧
刻
刻
剖
剖
か
く
ろ
ふ
は
花
の
は
や
し
を
う
し

と

な

り

け

り

(

六

七

段

・

一

二

四

番

歌

)

日
ま
が
ひ
っ
〉
刻
叫
司
剖
割
削
抵
の
雪
御
製

千
々
の
秋
ひ
と
つ
の
春
に
む
か
は
め
や
も
み
ぢ
も
品
川
も
と
も
に
こ

剖

叫

刈

(

九

四

段

・

一

六

九

番

歌

)

M

別
お
し
み
て
春
し
た
ふ
比
親
主
御
方

お
と
こ
、
宮
づ
か
へ
し
に
と
て
、
材
料
刈
判
リ
刈
寸
ゆ
き
に
け
る



ま
〉
に
、

(
二
四
段
)

日
日
の
な
が
き
附
同
相
劃
凶
の
つ
れ
戸
¥
に

剛
削
矧
判
例
叫
寸
ご
も
り
な
り
け
り
。

冷
泉
前
中
納
言

(
八
三
段
)

日
山
引
間
判
そ
め
に
し
い
と
ゆ
ふ
の
か
げ
帥
大
納
言

み
ち
の
く
の
忍
も
ぢ
ず
り
た
れ
ゆ
へ
に
州
問
利
引
制
同
U
我
な
ら

な

く

に

(

一

段

・

二

番

歌

)

げ
我
こ
〉
ろ
い
矧
凶
が
な
に
も
あ
こ
が
れ
て
中
御
門
大
納
言

ね
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
ど
ろ
め
ば
い
や
は
か
な
に
も
な
り

ま

さ

る

哉

(

一

O
三
段
・
一
七
九
番
歌
)

同
町
も
い
た
d
ら
に
な
ら
む
恋
路
か
甘
露
寺
中
納
言

か
く
か
た
は
に
し
つ
〉
あ
り
わ
た
る
に
、
身
も
い
た
づ
ら
に
な
り

ぬ
ベ
け
れ
ば
、
つ
ゐ
に
ほ
ろ
び
ぬ
ベ
し
、
と
て
、
(
六
五
段
)

日
い
と
へ
ど
も
さ
り
と
て
判
刻
刻
引
料
引
か
は

女
も
い
や
し
け
れ
ば
、
判
剖
材
叫
料
引
な
し
。

民
部
卿

(四
O
段
)

却
は
ら
は
ぬ
庭
は
川
計
叶
刈
付
朝
中
務
卿
官

年
を
へ
て
す
み
こ
し
さ
と
を
い
で
〉
い
な
ぱ
川
叫
叶
剖
剖
野
と
や

な
り
な
ん

(
一
二
三
段
・
二

O
六
番
歌
)

到

す

み
E
こ
ろ
も
と
む
る
月
や
露
の
上
御
製

京
や
す
み
う
か
り
け
ん
、
あ
づ
ま
の
方
に
ゆ
き
て
、
引
制
酬
も
と

む
と
て
、
と
も
と
す
る
人
、
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
ゆ
き
け
り
。(

八
段
)

n
か
ず
/
¥
虫
の
な
く
闘
を
き
け
長
淳

い
で
〉
い
な
ば
か
ぎ
り
な
る
べ
み
と
も
し
け
ち
年
へ
ぬ
る
か
と
な

q
u刻
創

剖

州

(

三

九

段

・

七

五

番

歌

)

泊
以
岡
そ
く
引
y
ろ
に
引
税
引
秋
の
暮
四
条
中
納
言

う
つ
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
い
ら
む
と
す
る
み
ち
は
い
と
く
ら

う
ほ
そ
き
に
、
っ
た
か
え
で
は
し
げ
り
、
物
川
岡
制
。
叶
叶
引
引

な
る
め
を
民
引
こ
と
〉
恩
ふ
に
、
す
行
者
あ
ひ
た
り
。
(
九
段
)
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M

制
矧

U
U剖
4
N叫
旅
の
や
す
ら
ひ
冷
泉
前
中
納
言

を
き
の
ゐ
て
身
を
や
く
よ
り
も
か
な
し
き
は
割
司
リ
剖
ぺ
倒
わ
か

れ

な

り

け

り

〔

一

一

五

段

・

一

九

六

番

歌

)

活
う
ら
波
は

U
同
制

U
岡
判
明
ち
ょ
せ
か
へ
り
中
御
門
大
納
言

い
は
ま
よ
り
お
ふ
る
見
る
め
し
つ
れ
な
く
は

U
岡
叫

U
叫
刻
引
か



ひ
も
あ
り
な
ん

(
七
五
段
・
一
三
七
番
歌
)

お
松
か
げ
ゆ
け
ば
だ
4
d幡
球
目
w

帥
大
納
言

お
き
な
さ
び
人
な
と
が
め
そ
か
り
衣
け
ふ
ば
か
り
と
ぞ
だ

4
M祇

Q
桜

ぷ

(

一

一

四

段

・

一

九

五

番

歌

)

幻
恋
す
と
も
刈
な
と
が
め
そ
街
角
ポ
.
民
部
卿

科一布引が
.FJ日
刈
刻
剖
州
制
引
か
り
衣
け
ふ
ば
か
り
と
ぞ
た
づ
も
な

く

な

る

(

一

一

四

段

・

一

九

五

番

歌

)

泊
千
世
も
と
い
の
る
引
は
か
は
ら
じ
秀
房
朝
臣

世
引
に
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
な
く
も
哉
相
以
削
剖
川
叫
配
人
の
こ
の

た

め

(

八

四

段

・

一

五

四

番

歌

)

m
年
だ
に
も
十
と
い
ひ
し
は
昔
に
て
中
務
卿
宮

制
剤
同
制
剖
制
剖
て
ょ
っ
は
へ
に
け
る
を
い
く
た
び
き
み
を
た
の

み

き

ぬ

ら

ん

(

一

六

段

・

二

五

番

歌

)

却
な
が
め
剖
U
ま
に
引

qa春
秋
甘
露
寺
中
納
言

※
花
の
色
は
引

q
hに
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
剖
洲

め
せ
し
ま
に
{
古
今
集
・
春
下
・
一
一
二
了
小
野
小
町
)

(
注
)
傍
砧
服
部
は
『
伊
勢
物
語
』
に
は
出
典
と
し
て
該
当
す

る
箇
所
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
点
線
部
と
の
重
複

か
ら
、
古
今
集
歌
を
典
拠
と
判
断
し
た
。

引
か
く
て
身
の
ゐ
中
わ
た
ら
削
い
か
ば
せ
ん
御
製

む
か
し
、
制
制
州
制
剖
引
制
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に

い

で

〉

あ

そ

び

け

る

を

、

(

二

三

段

)

担
と
は
に
劃
U
引
川
づ
ら
の
さ
と
冷
泉
前
中
納
言

風
ふ
け
ば
と
は
に
浪
こ
す
い
は
な
れ
や
わ
が
衣
手
の
か
は
く
時
な

き

(

一

O
八
段
・
一
八
六
番
歌
)

犯
草
の
戸
に
ほ
た
る
の
と
も
刑
刈
は
引

r.て
重

親

く
る
ま
な
り
け
る
入
、
こ
の
削
剖
引
制
剖
削
剥
刈
に
や
民
税
ら
ん
、

と
も
し
け
ち
な
む
ず
る
と
て
、
の
れ
る
お
と
こ
の
よ
め
る
。(

二
一
九
段
)
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M

久
し
く
な
り
ぬ
さ
み
だ
れ
の
空
親
主
御
方

時
世
へ
て
叫
剖
u
d制
引
に
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
名
わ
す
れ
に
け

り

。

(

八

二

段

)

35 

で
わ
け
ゆ
く
露
の
暮
中
御
門
大
納
言

で
お
り
つ
る
年
の
内
に
は
る
は
い
く
か
も
あ
ら



じ
と
お
も
へ
ば

(八
O
段
・
一
四
三
番
歌
)

Mm

袖
の
せ
ば
き
に
あ
き
風
も
う
し
御
製

ぬ
き
み
だ
る
人
こ
そ
あ
る
ら
し
白
玉
の
ま
な
く
も
ち
る
か
制
叫
制

せ

ば

き

に

(

八

七

段

・

一

五

九

番

歌

)

幻

刈

U
判
明
お
も
刻
恨
の
身
に
し
み
て
甘
露
寺
中
納
言

い
か
で
か
は
烏
の
な
く
覧
刈

U
利
引
周
剥
心
は
ま
だ
よ
ぷ
か
き
に

(
五
三
段
・
九
九
番
歌
)

刊
珂
こ
〉
ち
し
ぬ
べ
く
し
た
ふ
か
へ
る
さ
帥
大
納
言

む
か
し
、
お
と
こ
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
制
姻
U
削
ペ
パ
川
お
ぼ
え
け
れ

ば

、

(

一

二

五

段

)

"
な
け
ば
猶
血
の
涙
さ
へ
落
つ
ベ
し
御
製

に
は
か
に
、
お
や
、
こ
の
女
を
〉
ひ
う
つ
。
お
と
こ
、
ち
の
な
引

だ
を
な
が
せ
ど
も
、
と
f
む

る

よ

し

な

し

。

(

四

O
段
)

あ
け
ば
お
は
り
の
く
に
へ
た
ち
な
む
と
す
れ
ば
、
を
と
こ
も
人
し

れ
ず
ち
の
な
み
だ
を
な
が
せ
ど
、
え
あ
は
ず
。
(
六
九
段
)

川
明
司
付
制
叶
剖
川
町
民
4
.
ぱ
石
な
り
民
部
卿

し

ら

の

と

叫

し

時

つ

ゆ

と

こ

た

へ

て

き

え

な

ま
し
も
の
を

(
六
段
・
七
番
歌
)

剖
穂
し
ろ
く
劇
は
し
ら
咽
叫
す
む
宿
に
冷
泉
前
中
納
言

そ
の
山
し
な
の
宮
に
、
た
軒
お
と
し
、
劇
同
U
引
制
な
ど
し
て
、

お
も
し
ろ
く
つ
く
ら
れ
た
る
に
ま
う
で
た
ま
う
て
、
(
七
八
段
)

担
春
の
も
の
と
て
月
な
か
す
み
そ
秀
房
朝
臣

お
き
も
せ
ず
ね
も
せ
で
よ
る
を
あ
か
し
て
は
樹
刷
物
と
て
な
が
め

く

ら

し

つ

(

二

段

・

二

一

番

歌

)

拍
梅
ゃ
な
ぎ
し
た
に
か
く
る
〉
ま
ど
ゐ
し
て
御
製

さ
く
花
の

U
剖
叫
州
引
引
け
l

人
を
お
ほ
み
あ
り
し
に
ま
さ
る
ふ
ぢ

の

か

げ

か

も

(

一

O
一
段
・
一
七
七
番
歌
)
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判

た

yw桜
桜
対
日
叫
花
は
猶
見
ん
親
主
御
方

ゆ
き
、
こ
ぽ
す
が
ご
と
ふ
り
て
、

ω泌
以
労
は
や
ま
ず
。

(
八
五
段
)

相
あ
し
た
よ
り
く
も
り
て
雨
に
成
に
け
り
民
部
卿

河
内
の
く
に
、
い
こ
ま
の
山
を
見
れ
ば
、
く
も
り
み
は
れ
み
、
た

ち
ゐ
る
く
も
や
ま
ず
。
あ
し
た
よ
り
く
も
り
て
、
ひ
る
は
れ
た
り
。

(
六
七
段
)



M

叩
釦
も
と
り
あ
叫
対
い
そ
ぐ
旅
人
中
務
卿
宮

と
よ
み
て
や
れ
り
け
れ
ば
、
み
の
も
か
さ
も
と
り
あ
へ
で
、
し
と

y
に

ぬ

れ

て

ま

ど

ひ

き

に

け

り

。

(

一

O
七
段
)

円
引
橋
の
う
へ
削
と
り
剥
た
り
も
あ
や
う
き
に
御
製

京
や
す
み
う
か
り
け
ん
、
あ
づ
ま
の
方
に
ゆ
き
て
、
す
み
所
も
と

む
と
て
、
と
も
と
す
る
人
、
制
剖
引
刻
刻
引
し
て
ゆ
き
け
り
。(

八
段
)

柑
淵
釧
劉
は
ふ
ね
ょ
す
る
な
り
帥
大
納
言

い
ま
か
り
す
る
か
た
の
〉
制
割
剖
州
刻
、
そ
の
ゐ
ん
の
さ
く
ら
、

こ

と

に

お

も

し

ろ

し

。

(

八

二

段

)

相
を
の
づ
か
ら
渡
叫
労
討
対
同
叫
町
'q切
な
ん
中
御
門
大
納
言

つ
と
め
て
、
そ
の
家
の
め
の
こ
ど
も
い
で
へ
労
当
減
税
伐
，
獄
鴻

に
ょ
せ
ら
れ
た
る
町
内

4mて
、
い
ゑ
の
内
に
も
て
き
ぬ
。

(
八
七
段
)

白
川
タ
ヤ
川
勾
引
す
る
あ
引
劃
凶
同
州
問
四
条
中
納
言

時
は
み
な
月
の
つ
ご
も
り
、
い
と
あ
っ
き
こ
ろ
を
ひ
に
、
夜
ゐ
は

あ
そ
び
を
り
て
、
夜
ふ
け
て
、
や
〉
計
山

.u.担
風
ふ
き
け
り
。

(
四
五
段
)

日
朝
到
な
が
な
く
声
も
間
あ
か
で
冷
泉
前
中
納
言

削
剖
叫
割
引
制
州
制
引
さ
と
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
瀞
.
う
と
ま
れ
ぬ
恩

も

の

か

ら

(

四

三

段

・

八

O
番
歌
)

幻
山
の
は
な
く
は
月
も
ま
た
れ
じ
秀
房
朝
臣

を
し
な
べ
て
峯
も
た
ひ
ら
に
な
り
な
〉
む
山
の
は
な
く
は
月
も
い

ら

じ

を

(

八

二

段

・

一

五

O
番
歌
)

白
秋
の
う
さ
な
刷
出
お
と
し
て
打
わ
び
ぬ
帥
大
納
言

み
な
人
、
か
れ
い
ひ
の
う
へ
に
刻
刻
矧
制
と
し
苅
ほ
と
び
に
け
り
。

(
九
段
)
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日
夢
か
う
つ
〉
か
露
の
別
路
甘
露
寺
中
納
言

き
み
や
こ
し
我
や
ゆ
き
け
む
お
も
ほ
え
ず
捌
州
引
っ
〉
州
ね
て
か

さ

め

て

か

(

六

九

段

・

一

二

六

番

歌

)

H
H

又
こ
ん
は
U
る
よ
U
Uて
も
し
た
は
れ
て
民
部
卿

む
か
し
、
お
と
こ
、
う
ゐ
か
う
ぷ
り
し
て
、
な
ら
の
京
か
す
が
の

さ
と
に
し
る
よ
し
〉
て
、
か
り
に
い
に
け
り
。
(
一
段
)

む
か
し
、
お
と
こ
、
樟
の
く
に
、
む
ぱ
ら
の
こ
ほ
り
、
あ
し
や
の



さ
と
に
し
る
よ
し
〉
て
、
い
き
て
す
み
け
り
。

(
八
七
段
)

%
は
か
な
や
何
を
あ
す
の
世
の
こ
と
御
製

さ
く
ら
花
け
ふ
こ
そ
か
く
も
に
ほ
ふ
と
も
あ
な
た
の
み
が
た
制
引

の

よ

の

こ

と

(

九

O
段
・
一
六
四
番
歌
)

幻
さ
け
を
の
み
の
み
つ
〉
日
を
ぱ
を
く
ら
な
ん
帥
大
納
言

か
り
は
ね
む
ご
ろ
に
も
せ
で
、
剖
刑
制
州
制
例
制
引
J
H
、
や
ま
と

う

た

に

か

、

ふ

れ

り

け

り

。

(

八

二

段

)

先
制
剖
剖
と
し
き
刈
ぞ
友
な
る
冷
泉
前
中
納
言

お
も
ふ
こ
と
い
は
で
ぞ
た
f
に
や
み
ぬ
ベ
き
捌
剖
例
と
し
き
刈
し

な

け

れ

ば

(

一

二

四

段

・

二

O
八
番
歌
)

mn

山
か
げ
も
い
ほ
り
あ
ま
た
の
す
ま
ひ
に
て
中
御
門
大
納
言

名
の
み
た
っ
し
で
の
た
お
さ
は
け
さ
ぞ
な
く
い
ほ
引
制
剖
剖
と
う

と

ま

れ

ぬ

れ

ば

(

四

三

段

・

八

一

番

歌

)

曲
嶺
も
た
ひ
ら
に
道
ぞ
っ
ぽ
け
る
四
条
中
納
言

を
し
な
べ
て
割
叫
剖
叫
叫
叶
一
な
り
な
与
む
山
の
は
な
く
は
月
も
い

ら

じ

を

(

八

二

段

・

一

五

O
番
歌
)

白
雪
き
え
て
劇
こ
そ
ま
さ
判
瀧
つ
川
秀
房
朝
臣

夜
ゐ
ご
と
に
か
は
づ
の
あ
ま
た
な
く
た
に
は
利
司
制
ま
さ
判
雨
は

ふ
ら
ね

E

(

一
O
八
段
・
一
八
七
番
歌
)

白
い
と
お
も
し
ろ
く
か
す
む
を
ち
こ
ち
甘
露
寺
中
納
言

そ
の
さ
は
に
、
か
き
っ
ぱ
た
、
川
副
制
も
し
引
引
さ
き
た
り
。(

九
段
)

こ
の
お
と
こ
、
人
の
く
に
よ
り
夜
ご
と
に
き
つ
へ
ふ
え
を
川
剖

お
も
し
ろ
く
ふ
き
て
、
こ
ゑ
は
お
か
し
う
て
ぞ
、
あ
は
れ
に
う
た

ひ

け

る

。

(

六

五

段

)

か
も
河
の
ほ
と
り
に
、
六
僚
わ
た
り
に
、
家
を
い
と
お
も
し
ろ
く

っ

く

り

て

、

す

み

た

ま

ひ

け

り

。

(

八

一

段

)
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臼
暮
ぬ
と
て
花
を
判
明
さ
し
て
創
刊
ら
め
や
中
務
卿
宮

こ
れ
は
、
斎
宮
の
物
見
た
ま
ひ
け
る
く
る
ま
に
、
か
く
き
こ
ひ
た

り
け
れ
ば
、
則
剖

U
引
州
べ
り
給
に
け
り
と
な
ん
。
(
一

O
四
段
)

制
月
に
は
隅
の
よ
る
と
な
く
な
る
御
製

み
よ
し
の
与
た
の
む
の
叫
引
も
ひ
た
ぶ
る
に
き
み
が
〉
た
に
ぞ
判

引
引
制
d
剖

引

(

一

O
段
・
一
四
番
歌
)

65 

重
親
朝
臣



君
が
あ
た
り
見

q
Hを
〉
ら
ん
い
こ
ま
山
く
も
な
か
く
し
そ
雨
は

ふ

る

と

も

(

二

三

段

・

五

O
番
歌
)

出
物
お
も
剖
刈
凶
秋
や
か
な
し
き
帥
大
納
言

我
許
物
恩
人
は
又
も
あ
ら
じ
と
お
も
へ
ば
水
の
し
た
に
も
有
け
り

(
二
七
段
・
五
九
番
歌
)

仰
と
ふ
こ
と
も
う
と
ま
判
制
村
岡
た
の
ま
れ
ず
親
王
御
方

名
の
み
た
っ
し
で
の
た
お
さ
は
け
さ
ぞ
な
く
い
ほ
り
あ
ま
た
と
う

剖

剖

判

制

村

岡

(

四

三

段

・

八

一

番

歌

)

日
叩
あ
到
に
ち
ぎ
り
て
い
ま
の
く
や
し
さ
冷
泉
前
中
納
言

思
ふ
か
ひ
な
き
世
な
り
け
り
年
月
を
制
問
叫
引
剖
引
訓
我
や
す
ま

ひ

し

(

二

一

段

・

二

一

七

番

歌

)

印

税

u
qま
し
や
お
り
剥
U
ご
と
に
か
は
る
ら
ん
中
御
門
大
納
言

お
も
は
ず
は
朗
引
も
す
ら
め
ど
事
の
は
の
創
引
刻
u
d剖
叫
た
の

ま
る

E
哉

(

五

五

段

・

一

O
一
番
歌
)

m
M

剖
州
剖
川
柑
U
剖
ね
が
ひ
こ
そ
あ
れ
御
製

あ
ふ
な
/
¥
恩
ひ
は
す
べ
し
な
ぞ
へ
な
く
剖
州
剖
川
引
リ
剖
く
る

し

か

り

け

り

(

九

三

段

・

一

六

七

番

歌

)

引
よ
は
ひ
を
ば
糾
柑
に
も
い
の
り
き
て
四
条
中
納
言

わ
が
か
与
る
心
や
め
た
ま
へ
と
、
ほ
と
け
神
に
も
申
け
れ
ど
、

(
六
五
段
)

η

割
も
こ
も
判
劃
む
ろ
の
戸
の
中
民
部
卿

む
さ
し
の
は
け
ふ
は
な
や
き
そ
わ
か
く
さ
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
わ

州
制
U
削

利

引

(

一

二

段

・

一

七

番

歌

)

η

し
づ
け
さ
は
猶
何
ゆ
き
て
山
の
お
く
親
主
御
方

猶
ゆ
き
/
¥
て
、
武
蔵
の
く
に
と
し
も
つ
ふ
さ
の
く
に
と
の
中
に
、

い

と

お

ぼ

き

な

る

河

あ

り

。

(

九

段

)

ー印ー

向
日
ぐ
判
に
な
り
刷
鳥
畑
町
4

・
引
空
中
務
卿
宮

そ
の
木
の
も
と
は
た
ち
て
畑
町
叫
が
.
に
、
剛
引
制
同
な
り
刷
。(

八
二
段
)

刊
日
必
に
こ
そ
の
こ
ら
め
割
叫
斗
斗
引
団
対
御
製

う
た
よ
む
刈
引
を
め
し
あ
つ
め
て
、
け
ふ
の
み
わ
ざ
を
題
に
て
、

割
州
N
d刻
あ
る
う
た
、
与
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
(
七
七
段
)

76 

親
王
御
方



そ
の
花
の
な
か
に
、
あ
や
し
き
釘
視
の
花
あ
り
け
り
。
相
の
し
な

州
問
、
二
一
尺
六
寸
ば
か
り
な
む
あ
り
け
る
。
(
一

O
一
段
)

明
日
刺
棋
は
し
削
る
色
な
き
中
が
き
に
民
部
卿

う
つ
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
い
ら
む
と
す
る
み
ち
は
い
と
く
ら

う
ほ
そ
き
に
、
寸
刻
州

U

刻
叫
削
U
例
り
、
物
心
ぽ
そ
く
、
す
y
ろ

な
る
め
を
見
る
こ
と
〉
恩
ふ
に
、
す
行
者
あ
ひ
た
り
。
(
九
段
)

刊
同
制
劃
刊
山
と
つ
は
も
と
の
ふ
る
さ
と
冷
泉
前
中
納
言

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
は
る
な
ら
ぬ
わ
が
射
訓
剖
寸
削
川
町
と
の
身

に

し

て

(

四

段

・

五

番

歌

)

内
わ
づ
か
な
る
た
ら
剖
の
州
削
叫
星
を
視
で
御
製

女
の
、
手
あ
ら
ふ
所
に
、
ぬ
き
す
を
う
ち
ゃ
り
て
、
剖
引
制
刷
、
刃

間

同

町

伊

引

向

け

る

を

、

(

二

七

段

)

ω
剖
矧
剖
刻
州
剖
叫
い
で
ぞ
っ
か
ふ
る
民
部
卿

い
か
で
か
は
烏
の
な
く
覧
人
し
れ
ず
恩
ふ
心
は
剖
剖
判
以
泊
き
に

(
五
三
段
・
九
九
番
歌
)

剖
み
つ
ぎ
物
干
さ
〉

t
t由
り
は
こ
ぶ
ら
し
中
御
門
大
納
言

た
て
ま
つ
り
あ
つ
め
た
る
側
斗
叫
剖
斗
川
制
あ
り
。
(
七
七
段
)

位
世
に
週
U
判
E
U刈
の
か
し
こ
さ
冷
泉
前
中
納
言

州
制
U
利
引
刈
も
な
く
て
、
ま
ど
ひ
い
き
け
り
。

(
九
段
)

お

夏

4
を
竹
の
は
や
し
に
送
り
き
て
鷲
尾
中
納
言

わ
が
〉
ど
に
ち
ひ
ろ
あ
る
影
を
う
へ
つ
れ
ば
罰
則
明
た
れ
か
〉
く
れ

ざ

る

べ

き

(

七

九

段

・

一

四

二

番

歌

)

制
も
み
ぢ
も
は
な
も
夢
に
み
な
し
つ
中
務
卿
宮

千
々
の
秋
ひ
と
つ
の
春
に
む
か
は
め
や
刻
刻
割
削
剥
も
と
も
に
こ

そ

ち

れ

(

九

四

段

・

一

六

九

番

歌

)
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回
命
た
y
た
の
ま
刷
も
の
与
な
が
ら
へ
ぬ
秀
房
朝
臣

君
こ
む
と
い
ひ
し
夜
ご
と
に
す
ぎ
ぬ
れ
ば
た
の
剖
州
側
側
こ
ひ
っ

〉

ぞ

ふ

る

さ

一

二

一

段

・

五

一

番

歌

)

部
引
引
制
寸
削
制
川
川
身
こ
そ
ふ
り
ぬ
れ
四
条
中
納
言

か
と
。
き
み
に
つ
か
う
ま
つ
ら
で
、
判
り
剖
寸
剖
制
パ
川
、
か
な
し

き
こ
と
、
こ
の
お
と
こ
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
と
て
な
ん
な
き
け
る
。

(
六
五
段
)
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か
う
ち
の
く
に
、

き
に
け
り
。

い
き
村
h
町h
u
.
所
い
で

(
二
三
段
)

た
由

m
雪
の
つ
も
る
判
官
タ
さ
び
し
き
親
主
御
方

お
も
へ
ど
も
身
を
し
わ
け
ね
ば
め
が
れ
せ
ぬ
ゆ
き
の
つ
も
る
ぞ
わ

が

心

な

る

(

八

五

段

・

一

五

五

番

歌

)

開
昨
日
け
ふ
あ
り
し
よ
り
け
に
さ
え
/
¥
て
甘
露
寺
中
納
言

わ
す
る
覧
と
恩
心
の
う
た
が
ひ
に
あ
り
し
よ
り
け
に
物
ぞ
か
な
し

き

(

二

一

段

・

四

一

番

歌

)

同
友
な
し
千
ど
り
な
き
に
掛
け
り
鷲
尾
中
納
言

せ
む
方
も
な
く
て
、
た
ー
な
き
に
な
き
け
り
。

(
四
一
段
)

引
釣
舟
は
波
い
と
た
か
し
帰
る
ら
ん
親
主
御
方

そ
の
夜
、
南
の
風
ふ
き
て
、
制
川
剖
剖
州
U
。

(
八
七
段
)

M
H

又
緩
桜
ぷ
出
町
吹
η
b
.
h戸
.

御

製

こ
の
お
と
こ
、
人
の
く
に
よ
り
夜
ご
と
に
き
つ
九
必
起
訴
パ
ぽ

減
税
ぱ
桜

G
局
封
切
、
円

H
Kは
を
か
し
う
て
ぞ
、
あ
は
れ
に
引
た

叫

け

る

。

(

六

五

段

)

四
物
ご
と
に
こ
〉
ろ
ひ
と
つ
を
う
つ
し
き
て
中
務
卿
宮

あ
ひ
見
て
は
川
副
剖
寸
刻
か
は
し
ま
の
水
の
な
が
れ
て
た
え
じ
と

ぞ

思

ふ

(

二

二

段

・

四

四

番

歌

)

闘
い
ざ
こ
の
山
に
は
る
を
く
ら
さ
む
帥
大
納
言

川
剖
1
斗
叶
釧
叫
の
か
み
に
あ
り
と
い
ふ
ぬ
の
び
き
の
た
き
見
に
の

ぼ

ら

ん

、

と

い

ひ

て

、

(

八

七

段

)

回
ぬ
れ
て
行
岡
削
剥
る
と
も
桜
が
り
冷
泉
前
中
納
言

君
が
あ
た
り
見
つ
〉
を
〉
ら
ん
い
こ
ま
山
く
も
な
か
く
し
そ
岡
削

刻

刻

剖

川

町

(

二

二

一

段

・

五

O
番
歌
)

-62-

回
新
辺
は
慣
に
か
ぎ
り
し
ら
判
明
重
親

畑町市
h

科

m.h
わ
か
む
ら
さ
き
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
州
割
引

u引
利

引

(

一

段

・

一

番

歌

)

開
い
で
ぬ
や
と
立
て
み
居
て
み
空
の
月
民
部
卿

又
の
と
し
の
む
月
に
、
む
め
の
花
ざ
か
り
に
、
こ
ぞ
を
こ
ひ
て
い

き
て
、
剖
引
叶
則

1
d廿
則
、
与
れ
ど
、
こ
ぞ
に
に
る
べ
く
も
あ

ら

ず

。

(

四

段

)
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み
こ
よ
ろ
こ
び
た
ま
ふ
て
、
よ
る
の
お
ま
し
の
ま
う
け
せ
さ
せ
給
。

(
七
八
段
)

聞
を
く
霜
は
剰
倒
相
さ
く
垣
ね
に
て
親
主
御
方

届
な
き
て
菊
の
花
さ
く
秋
は
あ
れ
ど
春
の
う
み
ベ
に
す
み
よ
し
の

は

ま

(

六

八

段

・

一

二

五

番

歌

)

問
調
叫
制
引
判
劃
一
露
の
か
ず
/
¥
鷲
尾
中
納
言

町
骨
.
は
け
な
ぽ
け
な
〉
ん
き
え
ず
と
て
剖
剖
同
州
引
相
劃
人
も
あ

ら

じ

を

(

一

O
五
段
・
一
八
一
番
歌
)

[
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
三
0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
(
小
山
順
子
)
。

本
稿
は
、
平
成
三
0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
(
竹
島
一
希
)
。

(
こ
や
ま
じ
ゅ
ん
こ
・
天
理
大
学
専
任
講
師
}

(
た
け
し
ま
か
ず
き
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)

ー臼ー


